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鳥取大学

2016年医（医）第 2問

2 xy平面上に 2点A(0; 1)，B(¡2; 0)と円 C : x2 + y2 ¡ 2y = 0，および直線 ` : y = kx+ 2kがある．

ただし，kは実数とする．

(1) 点Aと直線 `の距離を kを用いて表せ．

(2) 直線 `と円 Cが異なる 2点で交わるように，kの値の範囲を求めよ．

(3) 直線 `と円 Cが異なる 2点 P，Qで交わるとする．線分 PQについて，PQ = 2
p
kが成り立つとき，kの

値を求めよ．

(4) (3)で求めた kに対する直線 `と直線ABのなす角を µとする．このとき，tanµの値を求めよ．ただし，

0 ≦ µ < ¼
4
とする．


